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琉球列島・小笠原諸島のサンゴ分布図
サンゴ被度区分●サンゴ分布図とは

琉球列島、小笠原諸島のサンゴの分布状況を示し
た図です。
サンゴ分布調査の成果のとりまとめとして、対象海
域を以下の「大隅諸島・トカラ列島」、「奄美群島」、
「久米島・宮古諸島・八重山諸島」、「小笠原諸島」の
４つに分けて、サンゴ被度区分別の分布と面積を示
しました。

●サンゴ被度とは
サンゴ被度とは、サンゴが着生可能な海底面（泥地
や砂地などを除く）に占める生きたサンゴの割合（被
覆率：％）のことです。 生きたサンゴの合計面積が海
底面の１割を占めれば 被度は10％、半分なら50％
となります。本分布図では、被度5%未満、5-50%
未満、50-100％の3区分で表現しています。

●分布図に関する留意事項
本サンゴ分布図は、衛星画像（2016年夏季
以降撮影）を主として、現地調査（2017～
2021年度）のデータを用いて補完して作成し
ています。そのため、最新の状況とは異なる場
合があります。
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本分布図は「気候変動適応計画推進のための浅海域生態系現況把握調査業務」
（2017～2021年, 環境省）によって作成された。

大隅諸島・トカラ列島

当海域におけるサンゴの分布範囲は37.1㎢で、そのうち30.5㎢
（全体の82.1％）が「被度５％未満」でした。
礁池はほとんどなく、サンゴ礁の発達は見られませんでした。
現地調査の結果、卓状や被覆状のミドリイシ属、被覆状のコモンサンゴ属、
散房花状のハナヤサイサンゴ属が優占していました。

サンゴの被度面積割合
(底質除く）

久米島

・宮古諸島・八重山諸島

当海域におけるサンゴの分布範囲は300.7㎢で、そのうち199.5㎢
（全体の66.3％）が「被度５％未満」でした。
礁池は比較的広く、サンゴ礁の発達は顕著でした。
現地調査の結果、ミドリイシ属、コモンサンゴ属、塊状ハマサンゴ属が
優占していました。

サンゴの被度面積割合

当海域におけるサンゴの分布範囲は75.1㎢で、そのうち44.5㎢（全体の59.3％）
が「被度５％未満」でした。

奄美群島

サンゴの被度面積割合

礁池は陸域近傍に限られ、サンゴ礁の発達は顕著ではありません
でした。現地調査の結果、卓状のミドリイシ属、コモンサンゴ属、
ハナヤサイサンゴ属が優占していました。

小笠原諸島

当海域におけるサンゴの分布範囲は15.6㎢
で、そのうち11.0㎢（全体の70.5％）が「被度５
～50％未満」でした。
礁池は陸域近傍に限られ、サンゴ礁の発達は
顕著ではありませんでした。
現地調査の結果、枝状や卓状のミドリイシ属、
アザミサンゴ属、塊状ハマサンゴ属が優占して
いました。

サンゴの被度面積割合
(底質除く）


